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2024年 12月 9 日 

石油資源開発株式会社 
飯野海運株式会社 

 
太陽光発電所の共同事業に関する基本合意書の締結について 

 
石油資源開発株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：山下 通郎、以下「JAPEX」）

と飯野海運株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：大谷 祐介、以下「飯野海
運」）は、太陽光発電所の共同事業に関する基本合意書を締結しました。 

 
本基本合意書は、2030 年までに累計の出力約 30MW 規模の太陽光発電所を設置するこ

とを目指すものです。JAPEX は、油価変動など外部環境の変化に耐えうる事業構造の構築
と環境負荷の低いエネルギー供給の拡大を目指し、再生可能エネルギーの開発を行ってい
ます。一方、飯野海運は、不動産事業における環境負荷の低減を目指し、クリーンエネルギ
ーの導入を推進しています。今回の基本合意書の締結により、環境にやさしいエネルギーの
供給を実現に向け、両社は協力して太陽光発電所設置の検討を進めます。 
 

JAPEX グループは 2021 年 5 月に「JAPEX2050～カーボンニュートラル社会の実現に向
けて～」を策定し、2050 年ネットゼロへ貢献する「総合エネルギー企業」として新たな可
能性を追求しており、具体的な取り組みの一つとして、太陽光発電をはじめとした再生可能
エネルギー事業の拡大を図っています。 

 
 飯野海運は 2023 年 5 月に策定した中期経営計画「The Adventure to Our Sustainable 
Future」において、2050 年までにカーボンニュートラルを達成する目標を掲げています。
不動産業においては Scope 1および Scope 2の温室効果ガス排出量総量を 2030年度までに
2013年度比 75%削減する目標を掲げており、持続可能な社会の実現に向け取り組みを進め
ています。本基本合意書に基づき当社向けの太陽光発電所を共同で設置し、発電された電力
から創出される環境価値を当社保有ビルに供給することで、電力使用に伴う温室効果ガス
排出を削減することを検討していきます。 

以上 
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【別紙】 
 
＜各社概要＞ 
会社名 石油資源開発株式会社 
所在地 東京都千代田区 
設立年 1970年 
代表者 山下 通郎 
事業内容 石油、天然ガス、その他のエネルギー資源の探鉱、開発、生産、販売と、こ

れらに関連する掘削などの請負事業、太陽光・風力・地熱・バイオマスその
他の再生可能エネルギー資源の開発、電気の供給等 

ウェブサイト https://www.japex.co.jp/ 
問い合わせ先 コーポレートコミュニケーション室 TEL: 03-6268-7110 
  
会社名 飯野海運株式会社 
所在地 東京都千代田区 
創業年 1899年 
代表者 大谷 祐介 
事業内容 外航海運業、内航・近海海運業、不動産業 
ウェブサイト https://www.iino.co.jp/ 
問い合わせ先 事業戦略部 TEL: 03-6273-3067 
 お問い合わせフォーム：https://www.iino.co.jp/kaiun/contact/form.php 
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